
商品特性別注意事項

取扱注意事項

AW.LiNE ● DL-3075P 開口率の表記57％は、正面方向からの開口率です（ルーバー見付面φ6×2列のみを含む）。ルーバー単体の断面周囲長
でのパンチング開口率は39％です。

● 本製品はプレコートコイル製作品のため、裏面はアルミ素地色（コート5μｍ）です。また、プレコート材から加工しておりますので、折部表
面に薄くラインが入る場合がございます。何卒ご了承ください。

● ルーバーの固定ピッチ（胴縁ピッチ）は、最大2,000ｍｍです。コーナー部分などの角度切断は、出･入隅ともに30°以下は製作できません。
● パネル長さL≦1,000 mmの場合は製法上20％程度割高な価格となります。
● 胴縁材に溝形鋼などを使用しナット締結面に傾斜がつく場合、必ずテーパー座金を利用してください。ナットゆるみの原因となり大変危

険です。
● ルーバー小口部分にパンチング孔が半切となる場合がございます。鋭利になりますので、梱包開封時や人の手に触れやすい位置でのご

使用には、十分ご注意ください。
● 製品の特性上、ルーバー本体に側面方向から強い衝撃を受けますと変形の恐れがございます。運搬や取扱いに十分ご注意ください。
● アルウィトラドットライン取付け用の下地胴縁への下穴加工は9φ以下とし下地のバリはきれいに除去してください。

■ ご使用される方、及び管理される方へ

 叩いたり蹴ったりしないでください。破損の恐れがあります。
外装材を叩いたり蹴ったりしないでください。破損して怪我や落下の恐れがあります。

 夏期日中は火傷の恐れがあります。手で触れないでください。
外装材は、夏期日中パネル面が高温になり直接手で触れると火傷をする恐れがありますのでご注意ください。

 隙間に手や物を入れたりしないでください。変形や怪我の原因になります。
隙間に手を入れたりするとエッジで手を切る恐れがあります。またボール等をぶつけたりすると変形や怪我の原因になります。

 取り外しは専門業者にお任せください。
 取り外しには危険が伴いますので必ず専門業者にお任せください。万一作業の必要がある場合は小口で手など切らないようヘルメット、軍手等で保護してください。
また、二人以上で作業してください。

■いつまでも長くお使いいただくために
金属建材の外装材は耐食性にすぐれていますが、長期間に渡り放置しますと、表面に塵や埃、塩分、たばこのヤニ等が付着し、点状の腐食（点食）を起し美観を損なうことがあります。
いつまでも美しさを保つには、定期的な清掃、手入れをお勧めします。また、不具合や腐食が発生した場合、そのまま放置されますと安全面で危険な場合も考えられますので、定期的
な点検保守管理を行ってください。環境条件、設置場所等により汚れ方も異なりますので、掃除及び点検の頻度は下表を参考にしてください。外壁タイル等の酸洗いを行う場合は、
金属パネル施工前に行うか、金属パネルに酸が付着しないよう十分に養生を行ってください。

［メンテナンスの目安］… 2年目以降の定期点検は年1回が目安です。

［外装材］
立地条件

臨海工場地帯
海岸 ･ 工業地帯
市街地
田園地帯

清掃回数
1 ～ 2 回／ 1 年

1 回／ 1 年
0.5 ～ 1 回／ 1 年

0.5 回／ 1 年

［清掃方法］

● 清掃は市販の中性洗剤の水溶液や工業用洗剤の水溶液を柔らかい布又はスポンジに浸
し洗い、水拭き等で洗剤分を完全に除去してください。

● 使用できないもの
 清掃用具：ワイヤーブラシ、スチールウール、金属ヘラなどの金属製のもの。
 洗 浄 剤：酸性・アルカリ性洗剤─腐食や変色の原因となります。
 ※市販のクリーナーには金属を腐食させるものもありますので購入時に確認してください。

■施工業者の方へ
金属材料の端部は鋭利ですのでご注意ください。

ケガをする恐れがありますので、必ず革手袋などの保護手袋を着用してくだ
さい。

重いので二人以上でお持ちください。腰などを痛める恐れがあります。

外装目隠しルーバー製品の部材には重いものがあります。運搬などの作業は
必ず二人以上で行なってください。

荷重・衝撃を避けてください。変形する恐れがあります。

作業中に本製品に荷重や衝撃をかけないでください。変形の原因になります。

物を載せないでください。落下する恐れがあります。

製品の上に物をのせたまま放置したり作業をしないでください。高所から物を落
とすとたいへん危険です。

作業中の火事にご注意ください。

外装目隠しルーバー製品は金属製品がメインですが、中には可燃物もあるため、
溶接時や金属切断時には防炎シート等を使用し、火花や火の粉には充分ご注意
ください。
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